
―インフルエンザワクチンの接種について■■■
インフルエンザの予防接種を実施するに当たって、受けられる方の値康状懇をよく把璽する必妻がありま

す。そのため、裏面の予診票にできるだけ詳しくこ記入ください．お子さんの場合には、健康状態をよく把握
している保護者がこ記入ください。

ワクチンの効畢と瓢反応 —-- ' 
予防捜種により．インフルエンザ感染を予防したり．在状をnくすることができます．また、インフルエンザによる合併紅や死亡

を刊坊することがJtll待さnます．

一方、覇反応は一般的に＂微です．注射墾位が赤くなる、●れる、硬くなる、熱をもつ、霞くなる、しびれることがありますが通常は

2~38で消失します．発熱璽墨韻編.w、一過性の意塁消矢、めまい、リン／田瀑鼠•辻．．気下綱、貪欽減這、関節瓢筋肉
霜なども起こることがありますが、通常は 2~3 日で消失します．選敬霞として、発しん＇頃疹澪疹紅只多形紅斑bゆみなども

まれに起こります．遠い卵アレルギーのある方は直い副反応を生じる可舵性がありますので必す医繹に申し出てください．

非軍にまれですが、次のような副反応が起こることがあります．（1）ショック、アナフィラキシー（●麻疹粁園困霞、血讐浮●尋）．

(2)急性駐在性脳胃瓢（ADEM）（過常、撞糧雀数日から 2 週間以内に覧熱．頸鷹、けいnん、運”"’．憲重•書等）、（3）脳炎·脳症、

資饂炎り旧経炎(4)ギラン・パレー霞籟群．（5）けいれん（熱性けいれんを含む）、（6）肝機舵霞喜貫疸．（7)疇息発作、 (8)血l」激減少

性紫斑病．血小板濾少、 (9)血＂炎（lgA血口炎好薗ば性多発血鼈炎性肉芽腫症、日血は櫨砕性血●炎鴫）、（10)闇賃性肺炎 (11)皮膚

粘順如（Stevens..Johnson症m)、急性汎発性発疹性·疱庄（12)ネフローゼ庄傾群．（1 ）から(12)のような在状が認めら

れたりぶ［われた場合は、すぐに医蝸に甲し出てください．なお鍵順檀害が生じた場合の霞頂に?I,\ては鍵順禎害を受けた人又は近

観者が．控立行政法人 医霙品医震織鯰紀合帽構法に墨づいて手讀きを行うことになります．

予防撞糧を畳けることができない人
1.明らかに発熱のある人(37.5℃を超える人）

2. 重な急性疾患にかかつていることが明らかな人

3. 過去にインフルエンザワクチンの捜11を受けて．アナフィラキシーをおこしたことがある人

なお、他の戻事吊授与を受けてアナフィラキシーを起こした人は．攘糟を安ブる前に医鯖にその旨を伝えて判噺を仰、＼でください．

4. その憾＇滋iが予防檀11を曼99ることが不畔ia.Iiiした人

予防攘糧を畳けるに順し、匿饉とよく帽麟しなければならない人
1.心翼病’"’病．肝●病や血液の病気などの人
2. 究冑が遭＜．医闊、保鑓絹の指導を受けている人

3. カゼなどのひきはじめと思われる人

4. 予防撞11を受けたとさに．2 日以内に発熱、発しん、．麻疹などのアレルギーを窪う翼常がみられた人

5. 纂の投与又la1事（鵡卵、鶏肉など）で皮膚に発しんが出たり、体に買冑をきたしたことのある人

6. 今までにけいれんを起こしたことがある人

7. 週去に本人や近籟せで桟董によって免疫状血舅鸞を指損されたことのある人

瓢：I,ブまる：口野を螂し
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